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令和５年１０月２７日に、付替県道設楽根羽線が国
道２５７号との接続部から町道小松柿平線までのおよ
そ700ｍの区間で暫定供用を開始しました。
今回は、当該区間の施工に携わった東海興業株式会社

さん、 さん、 さん、
さんにお話を伺いました。

左から河合さん、菰田さん、高谷さん（監理技術者）、
白栁さん（現場代理人）

- どんな工事を施工したのか教えてください。

私たちは、この700mの区間の供用までの最

終的な仕上げ部分を担当しました。具体的に

は、未舗装部分を舗装したり、ガードレール

を設置したり、接続する町道との交差点の形

状を整えたりしました。

接続する町道は地域の方の生活道路として

利用されていました。そのため、工事中も町

道は通行止めをせず、片側通行にしたり、作

業を一時止めて通行できるようにしたりし、

地域の方に影響しないよう工夫しました。

工事着手前（令和５年４月） 施工完了後（令和５年８月）

- 供用が間近となる中、苦労もあったのではないでしょうか。

片側通行での作業は全面通行止めと比べて手間も多くかかりますので、工程を工夫したり、

協力業者の体制を見直したりして、会社一丸となって供用に向けて努力しました。さらに、道

路に埋設される町の水道管やNTT、中部電力の埋設管などの占用物件の工事のために、10社近

くの施工業者が同時に現場を出入りしていたので、それぞれが問題なく工事ができるよう、

我々も現場につきっきりで対応していました。

供用の当日は、道を開ける作業や誘導を担当しましたが、多くの地域の方に見に来ていただ

きました。施工中からもよく現場を見に来られましたし、「ありがとう」と声をかけていただ

きました。新しい道路ができることに対する地元の期待はとても大きいと感じました。

高谷
た か や

 孝行
たかゆき

 白栁
しらやなぎ

 隆由
た か よ し

 菰田
こ も だ

 康浩
や す ひ ろ

 河合
か わ い

 卓也
た く や

 



- 東海興業さんは、今回の工事以外にも2013年から約10年にわたって設楽ダムの工事を手掛けてい

ますが、これまでを振り返るといかがでしょうか。

供用済区間（起点から小松トンネル方面をのぞむ）令和６年６月撮影

（白栁）10年前はまだ設楽ダムの工事もそん

なにたくさんはありませんでしたが、今では大

手企業から地元企業まで多くの企業が出入りし

ているので、当社は地元豊橋の会社ですが、他

の企業とも工程会議などで交流し、刺激をも

らっています。地元にいる限りでは得ることの

できない話も勉強になっています。

（菰田）一番初めは田口高校の裏の町道シウキ線の工

事でした。約３年かけて工事をしましたが、田口高校の

生徒さんと一緒に測量体験をしたり、沈砂池の見学に来

ていただいたりしました。また、地域との関わりも長く

なるにつれ、高校の先生や現場事務所の土地を借りてい

た地主さんなどから、地元で採れたしいたけ、たけのこ、

山菜を分けてもらったりしたこともありました。
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アウトドアカレッジ×建設企業展を開催します

水辺で乾杯2024 in道の駅したらが開催されました

先月号でもお知らせしましたとおり、付替県道設楽根羽線の小松トンネルで建設企業展を
開催します。今年も設楽ダム建設工事に関わる業者の皆さまや地元の皆さまに出展いただく
予定です。また、今回は国道２５７号１号橋（田口添沢橋）も会場に追加し、設楽町のアウ
トドアカレッジとのコラボ、WRCラッピングカーの展示なども予定しています。

【開催日時】令和６年９月２８日（土）

【会 場】（予定）
①付替県道設楽根羽線小松トンネル

②国道２５７号田口添沢橋

７月２日（火）午後７時７分 道の駅したらにて水辺で乾杯を行いました。
みなさん、思い思いの青いものを身につけ、ドリンクを片手に一緒に「カンパイ」しました。
来年もみなさんとカンパイできるといいですね。
※水辺で乾杯についての詳細は、ミズベリング・水辺で乾杯特設ページをご覧ください。
＜https://mizbedekanpai.mizbering.jp/＞

※イベントの詳細については、後日設楽ダム工事事務所HP、次号以降のダムだよりにてお知らせします。


